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第１ 安曇野市教育振興基本計画の進捗管理及び教育事務の点検評価に 

ついて 

 

１ 計画策定の目的 

教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）では、教育の目的は「人格の完成を目指

し、心身ともに健康な育成を図ること」であるとされています（第１条）。安曇野

市教育振興基本計画は、この目的に沿って本市の教育施策全般（狭義の教育施策

に加え、一部の福祉等の関連施策を含む。）について定めています。本計画に定め

るところにより、幼児期から学童期、青少年期、成年期にいたるまでの各段階に

応じた教育と、そのために必要となる諸施策を切れ目なく提供することで、「未来

を拓くたくましい安曇野の子ども」「持続可能な社会の創り手」を育むことを目指

します。 

 

２ 計画の位置付け等 

 (１) 位置付け 

本計画は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）

により市長が定める教育大綱を兼ねるものであり（第１条の３）、また、安曇野市

教育委員会の所管事務の進め方を示すマスタープランです。 

 

 (２) 計画期間等 

 第１次計画の計画期間は、令和７年度から令和 10 年度までで、毎年度、安曇野

市教育振興基本計画策定検討委員会で管理していきます。 

 

 (３) 教育事務の点検評価 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条では、教育委員会は、毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければ

ならないとされており、この際には、教育に関し学識経験を有する者の知見の活

用を図るものとされています（第 26 条）。 

 本市では、この計画の位置付けを鑑み、この計画の進捗管理と教育事務の点検

評価を兼ねることとしています。 
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３ 安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会名簿 

 

 (１) 名簿 

区分 氏   名 所属団体 

教育委員 羽田野 賢二 
安曇野市教育委員会 

教育委員 

学識経験を有する者 谷塚 光典 
信州大学大学院教育学研究科 

専攻長・教授 

学校教育の関係者 一色 保典 
三郷中学校 

校長 

学校教育の関係者 二村 達夫 
豊科南中学校学校運営協議会 

会長 

学校教育の関係者 松田 稔 
豊科北小学校運営協議会 

会長 

社会教育の関係者 那須野 雅好 
三郷昆虫クラブ 

代表 

社会教育の関係者 

保護者 
嶼田 奈麻美 

社会教育委員の会議長 

（元）市 PTA 連合会幹事 

児童福祉の関係者 塚原 理恵 
NPO 法人響育の山里くじら雲 

副理事長 

公募により選考 

された市民 
荒深 たつ子  

教育委員会が特に必

要があると認める者 
関 昌浩 

長野県安曇支援学校 

(元)長野県松本盲学校校長 

 

 (２) 任期 

令和８年８月１日から令和 10 年７月 31 日まで 
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第２ 計画概要について 

 

１ 基本理念 

教育を取り巻く環境や将来的に社会で求められる人材の要件は変化し続けてい

ます。しかし、先の読めない不確実な時代であるからこそ、変化の中で風化しな

い不変的な理念をもって教育や学びを推進することが必要となります。 

このため、本市教育大綱において定めてきた基本理念を、本計画においても引

き継ぎ、教育行政推進の基礎としています。 

 

◆基本理念 

  子どもに対する教育や支援 

からだを動かし、頭で考え、心に感ずる 

“未来を拓くたくましい安曇野の子ども” 

を育みます。 

 

  生涯を通じた学び 

すべての人が生涯を通じて学び合い、 

文化・芸術のかおり高い安曇野を目指します。 

 

 

２ 基本方針 

基本理念を実現するため、本計画では、６つの方針を定めます。 
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◆基本方針１【子ども・子育て】 

子ども・若者が健やかに成長し、安心して暮らせるまちの実現 

安曇野の自然や地域の中で、体験・交流活動を充実させ、安心して子育てがで

きる環境を整えます。また、一人ひとりの個性を認め合う共生社会の実現を目指

し、すべての子どもの権利を尊重します。 

 

◆基本方針２【学校教育】 

郷土愛と未来を切り拓く力を育む魅力ある学校教育の実現 

協働的・探究的な学びを通じて特色と魅力ある学校づくりを推進します。郷土

への愛着と誇りを持ち、他者を尊重し対話を重ね、主体的に学び、考え、判断し、

行動する児童生徒を育みます。併せて、学び続ける教職員を支援します。 

 

◆基本方針３ 【家庭・地域との連携】 

学校と家庭、地域等との連携による豊かな学びと心の育成の実現 

学校と家庭、地域が連携・協働する体制の一層の充実を図り、豊かな人間性と

社会性、郷土への理解を育む学びを地域ぐるみで支えます。 

 

◆基本方針４ 【生涯学習】 

生涯を通じ学ぶ喜びを実感できる地域の実現 

多様化する学びの要望に応え、情報や人と人とが出会う環境を整えます。また、

様々な人々が集い交流し、生涯にわたって自分らしく自ら学習活動に参加できる

地域社会をつくります。 

 

◆基本方針５ 【スポーツ】 

スポーツを通じて心や体を健やかに育む地域の実現 

幼児期からの成長の土台づくりと体力の向上に取り組みます。また、幅広い世

代のニーズに合わせ、スポーツに親しみ、スポーツを楽しむ環境を充実させます。 

 

◆基本方針６ 【文化芸術】 

文化芸術を育むとともに歴史・文化遺産を継承し続ける地域の実現 

伝統文化や遺産に親しみ、それを継承し、新たな文化・芸術活動の創造や交流

を推進するとともに、安曇野らしい文化・芸術の更なる振興を図ります。 
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３ 施策体系 

 

基本理念 基本方針 施策目標

1-1：
地域資源を活かした質の高い教育・保育の提供

３-３：
地域全体での子ども の権利の共有

５-１：
子ども の運動・スポーツ機会の充実

②
す
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し
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２-５：
安全・安心な教育環境の整備

２-３：
健やかな心身と豊かな心の育成

２-４：
きめ細かな教育・支援の充実

２-２：
郷土への愛着と誇り を育む学びの充実

２-１：
協働的・探究的な学びの充実

４-４：
子ども の読書活動の推進
（安曇野市子ども 読書活動推進計画）

４-３：
多様化する市民の「学び」に応える質の高い図書館づ
くり

４-１：
学習機会の充実

４-２：
学習成果の活用

３-１：
学校と家庭、地域の連携による教育体制の整備

３-２：
地域で子ども の成長を支える仕組みづくり

６-２：
歴史・文化遺産の保存と活用

６-１：
文化芸術活動の推進

基本方針６
【文化芸術】
文化芸術を育むととも に歴史・文化
遺産を継承し続ける地域の実現

５-２：
スポーツを通した交流・学びの促進

基本方針１
【子ども・子育て】
子ども・若者が健やかに成長し、
安心して暮ら せるまちの実現

基本方針２
【学校教育】
郷土愛と未来を切り 拓く力を育む
魅力ある学校教育の実現

基本方針３
【家庭・地域との連携】
学校と家庭、地域等との連携による
豊かな学びと心の育成の実現

基本方針４
【生涯学習】
生涯を通じ 学ぶ喜びを実感できる
地域の実現

基本方針５
【スポーツ】
スポーツを通じ て心や体を健やかに
育む地域の実現

1-２：
困難を有する子ども 、若者、家庭への支援
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関連計画

1 教育・保育サービスの充実

1 子育て家庭、生活困窮家庭への支援

2 ひとり 親家庭への支援

3 障がいや発達特性のある子ども 、家庭への支援

4 児童虐待防止対策の充実

5 ひきこも り の予防と自立支援

1 学力の向上推進・授業づくり の支援

2 ICT＊等を活用した学びの促進

3 キャリ ア教育の推進

4 主体的に社会の形成に参画する意識や態度の育成

1 地域資源を活かした学びの充実

2 学校給食の充実、食育の推進

1 思いやり の育成、いじめの防止、自殺予防対策の推進

2 児童生徒の体力の向上

1 配慮を要する子ども への支援の充実

2 多様な学びの場の充実

3 進学等への経済的負担の軽減

1 交通安全、防犯・防災教育その他の危機管理の推進

2 学校教育施設の整備と環境の充実

1 学校と家庭、地域による協働の充実

2 部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行

3 家庭教育への支援（規則正しい生活習慣等の定着の促進）

1 子ども の居場所づくり

2 地域ぐるみの青少年育成

1 子ども の権利の周知・啓発

1 生涯学習に取り 組みやすい環境づくり

2 生涯学習の機会の提供

3 利用満足度の高い施設運営

1 成果発表の機会の創出

2 成果を活かした地域貢献

1 市民への新鮮な資料や最新の情報の提供 

2 様々な「学び」の場としての図書館サービスの充実

1 家庭における読書活動の促進

2 学校などにおける読書活動の促進

3 地域における読書活動の促進

1 運動・スポーツに親しむ環境づくり

1 地域でのスポーツを通した交流、健康づくり の促進

2 総合型地域スポーツクラブ
＊

の運営支援と新たな体制の基盤づくり

1 文化芸術活動の支援

2 文化芸術施設の運営

1 地域文化の継承

2 文化財、重要文書の保存と活用の推進

基本施策

安曇野市
こども 計画

安曇野市
文化振興

計画

安曇野市
スポーツ
推進計画

安曇野市
生涯学習
推進計画

安曇野市
図書館

基本計画

安曇野市
こども 計画
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第３ 令和７年度事業の成果等 

 

 以下では、６つの基本方針ごとに、その概要（方向性）、数値目標、令和７年

度までの実績値、数値目標を達成するために実施した主要な施策とその成果につ

いてまとめています。 

 

◆基本方針１【子ども・子育て】 

子ども・若者が健やかに成長し、安心して暮らせるまちの実現 

 

１ 施策の方向性 

子どもや若者は、未来を拓く原動力であり、彼らの成長と発展は地域社会の

未来に直結しています。本市には、豊かな自然環境や文化的資源と温かい地域

社会が存在します。これらの資源を最大限に活用することで、安心して子育て

ができる環境を整備していきます。また、子どもたちの困難が多様化・複雑化

する中で、子どもたちの権利を尊重し、彼らが持つ多様な個性や可能性を引き

出すための取組を強化し、子ども、若者が健やかに成長し、安心して暮らせる

まちを目指します。以上を実現するため、本計画に基づいた「安曇野市こども

計画」を策定し、計画的に子ども・子育て施策を推進していきます。 

 

２ 数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

「安曇野市が自然保育に取り組んでいるこ

とを知っている」と回答した市民の割合 
34.3％ 調査なし 

「出産・子育てがしやすい地域である」と思

う市民の割合 
34.6％ 27.4％ 
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（出典：市民意識調査）



 

３ 令和７年度事業の成果 

(１) 「安曇野市が自然保育に取り組んでいることを知っている」と回答した市民

の割合 

 

施策総括 安曇野市の認定こども園・幼稚園の日常場面を、例年より積

極的に SNS に掲載しました。安曇野自然保育 PR のためのイ

ンスタグラムの投稿数を 356 投稿（R6）から 500 投稿（R7）

と大きく数を増やしたからか、フォロワー数が 640 人（R6）

から 1,035 人（R7）と増加しました。 

反省・課題 SNS に掲載するために、写真と記事を組み合わせて見やすい

よう作り込む必要があります。このためには、写真の選定や

掲載不可内容のチェック、園による内容確認など作業量が膨

大になっています。 

改善点 これまでの事業実施により安曇野ならではの自然保育の取組

みに対する認知が広がっていることから、今後はインスタグ

ラムの掲載については、記事を一から作成するのではなく、

認定こども園が別で作成している園の活動ページへのリンク

を貼る方式にするなど事業の展開と事務の効率化の両立を図

ります。 

（子ども家庭支援課） 
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(２) 「出産・子育てがしやすい地域である」と思う市民の割合 

 

施策総括 市民意識調査の自由回答欄では、課題として主に児童クラブ

等のハード面の整備が需要に追い付いていない点や、他市町

村に比べ、子育て世帯への経済的支援が少ない点が指摘され

ており、そういった評価が数値に反映されていると考えられ

ます。 

反省・課題 家庭環境や働き方の変化に伴い児童クラブ利用希望者が増加

しており、その増加割合も大きくなってきています。また、

現時点で小学６年生まで受入ができていない学校が２校（豊

科南小・三郷小）ある状況です。 

改善点 児童クラブのキャパシティを確保するため、必要な児童クラ

ブにおいては施設整備を行っていきます。 

（子ども家庭支援課） 
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基本方針２【学校教育】 

郷土愛と未来を切り拓く力を育む魅力ある学校教育の実現 

 

１ 施策の方向性 

「からだを動かし、頭で考え、心に感ずる“未来を拓くたくましい安曇野の子

ども”」を育むために、学校教育は中心的な役割を果たします。学校教育において

は、協働的・探究的な学びを大切にし、志高く未来を切り拓く力の育成に取り組

みます。また本市の豊かな自然や文化を活かした学びを通して、郷土への愛着と

誇り、他者への思いやりの心を育むとともに、児童生徒が困りごとや不安がある

ときに相談できる、行きたい、学びたいと思う魅力ある安全・安心な学校を目指

し、必要な施策を推進します。 

 

２ 数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

「主体的・対話的で深い学びができている」と

回答した児童生徒の割合 
83.1％ 85.9％ 

学校給食での地場産物（安曇野産）の使用割合 28.1％ 33.7％ 

「困りごとや不安があるときに、先生や学校

にいる大人にいつでも相談できると感じてい

る」児童生徒の割合 

小学生 70.5％ 

中学生 68.3％ 

小学生 77.1％ 

中学生 73.2％ 
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（出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」および学校教育課作成資料）



 

３ 令和７年度事業の成果 

(１) 「主体的・対話的で深い学びができている」と回答した児童生徒の割合 

 

 

 

施策総括 中学校区ごとで育てたい子ども像を設定し、９年間の目標と

見通しをもって、成長段階に応じた系統性・継続性・連続性

に考慮した学びのありかたを考え実践しました。 

反省・課題 育てたい（目指す）子どもの姿と、その達成のためのアプロ

ーチ方法を明確に設定する必要があります。 

改善点 目指す子どもの姿と、アプローチ方法を分けて設定します。

各学校区では、地域性を生かした学習を展開しながら、ふる

さと学習の推進と情報活用能力の育成に努めます。 

（学校教育課） 

 

 

  

-29-



 

(２) 学校給食での地場産物（安曇野産）の使用割合 

 

施策総括 令和７年度は生産者団体等（農業者）や JA と地域食材につ

いて情報交換を実施しました。生産者団体等と交流を深める

中で、季節を感じることができる地場産物の学校給食への活

用を図ることができました。 

反省・課題 天候不順による食材の生育不良や価格の高騰といった社会情

勢の変化などにより、地場産以外の食材に変更せざるを得な

いことがあり、地場産の食材の確保が課題となっています。 

改善点 安定的に地場産の食材を確保するためには、より多くの地場

産物生産者の協力を得ることが必要となります。このための

施策として生産者の皆様に学校給食について知ってもらうこ

とを目的として、給食センターの見学会や試食会を行うとと

もに「地産地消の現状と取組み方針」について意見交換会を

開催します。 

（学校給食課） 
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(３) 「困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談で

きると感じている」児童生徒の割合 

 

施策総括 日常からの信頼関係の構築に加え、学校生活に関するアンケ

ート及び相談に乗ることができる人や場所の定期周知と実施

を行い、大人側からも子ども達の変化について丁寧な見取り

と声がけに努めました。 

反省・課題 困りごとや不安の内容は生成 AI が身近なものとなってか

ら、更に多岐に渡っています。また、配慮を要すると考えら

れる児童生徒は、家庭環境や社会状況等の複合的要因から

年々増加しています。 

改善点 子ども達が一人で困りごとや不安を抱えないよう、これまで

の取組も継続しつつ、発達段階に応じた内容で「SOS の出し

方教育」を実施します。 

（学校教育課） 
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◆基本方針３【家庭・地域との連携】 

学校と家庭、地域等との連携による豊かな学びと心の育成の実現 

 

１  施策の方向性 

子どもの知徳体の育成や郷土愛の醸成は、学校とともに、家庭や地域もそれ

ぞれの役割を担い、相互に連携することによって、充実したものになります。 

少子化の加速に加えて、学校の教職員の働き方改革を進めることが求められ

るなど、子どもや学校を取り巻く環境は変化の渦中にあります。こうした中

で、各主体が担うべき役割や連携の在り方を丁寧に見直していくことで、本市

の子どもの育成の在り方や教育環境を持続可能なものに転換していきます。 

また市民一人ひとりが子どもの権利を理解し、すべての子どもの権利が守ら

れる地域を目指します。 

 

２  数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

「小中学校と地域･家庭の連携が図れている」と

思う市民の割合 
28.8％ 28.0％ 

放課後子ども教室登録率 28.3％ 25.5％ 
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（出典：市民意識調査 および子ども家庭支援課作成資料）



 

３ 令和７年度事業の成果 

 (１) 「小中学校と地域･家庭の連携が図れている」と思う市民の割合 

 

施策総括 コミュニティスクール事業では「地域とともにある学校づく

り」と「学校を核とした地域づくり」の実現を目指してお

り、学校と地域が育てたい子ども像や目指す教育ビジョンの

共有に努めました。 

反省・課題 市民や地域への周知が十分でないという課題を踏まえ、情報

発信の強化と理解促進に取り組む必要があります。 

改善点 反省点を踏まえ、情報発信を強化し、周知に努めます。 

（学校教育課） 

施策総括 「学校を核とした地域づくり」を目指し、幅広い地域住民の

参画を得て、登下校時の見守り・地元の歴史の説明などの学

校運営支援、落葉の清掃などの環境整備・美化活動といった

様々な取り組みを実施しました。 

反省・課題 全市的に生涯学習資源の活用頻度や、区へ加入する世帯数が

減少している傾向にあります。このことは「学校と家庭、地

域等との連携」を目指す上でも大きな課題になっています。 

改善点 コミュニティスクール事業を浸透させるためには、実績を着

実に積み重ねていくことが必要であると考えています。この

ため、学校運営協議会にて出された学校が解決を望む具体的

な課題を、地域学校協働本部会議で適切に提示・共有し、熟

議を通じて解決を図っていきます。 

（生涯学習課） 
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 (２) 放課後子ども教室登録率 

 

 

施策総括 放課後子ども教室（わいわいらんど）は、R７で市内小学生

4,518 人のうち 1,153 人が利用しました。目標値を超えるこ

とはできませんでしたが、総合計画作成時（R3、24.0％）に

比較すれば、依然として高い割合で利用されています。 

反省・課題 本市では、放課後子ども教室を市内小学校の全て（10 校）で

実施しています。県内においてもこれだけ活発に行っている

自治体も珍しいとの声もあります。一方でコーディネーター

やサポーターといった協力者の確保が難しいことが課題とな

っています。 

改善点 子どもたちの安全確保・交流のため、引き続き協力者の募集

に努めていきます。 

（子ども家庭支援課） 
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単位：円

１ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）

２ 地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）

３ 学校運営協議会活動支援交付金

委員総数 128人 会議回数 49回 798,000円

地域コーディネーター総数 34名 313,063円

1,352,697円

 コミュニティスクール事業が目指す「地域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」
の実現に向け、学校と地域が共有する育てたい子ども像や目指す教育ビジョンの明確化と共有化を進め
ていきます。
 これらの取組について市民や地域への周知が十分でないという課題を踏まえ、情報発信の強化と理解促
進に取り組むことを重視していきます。

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　地域住民、保護者、地域コーディネータ－等が、学校運営に参画し、意見を反映させ、学校運
営の強化を図ります。

　地域や学校の実情に応じた地域学校協働活動の企画・立案や学校と地域の連絡・調整等を行う
役割を担います。

・連絡会議（事業確認・情報交換）　２回開催

　学校運営協議会の運営事業や地域と学校が連携・協働して実施する教育活動に必要な費用を支
援します。

申請学校数 17校

5,313,000 3,246,902 0 2,066,098 61.1% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

3,000,000

ふるさと寄附基金繰入金 3,000,000

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 02 事務局費
予
算

将来ビジョン

事業 0110025 コミュニティスクール事業 施策 家庭・地域との連携の推進

款 10 教育費
総
合
計
画

教育総務費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項 01

部 教育部
決算書
ページ 205課 学校教育課

係等 学校教育担当

令和８年度

-345-
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単位：円

（１）要保護・準要保護児童生徒就学援助費　　35,861,247円

　　経済的理由によって就学が困難と認められる生徒に対して就学援助費を支給しました。

（２）特別支援教育就学援助費　　　対象生徒数:77人　支給額:4,918,406円

(新入学児童生徒学用品費に市独自加算があり、独自加算分は補助対象外)

・ 要保護とは生活保護受給者(年度内廃止者含む)

・ 準要保護とは所得要件(世帯収入)

・ 特別支援教育就学奨励費とは特別支援学級在籍かつ所得要件(世帯収入)

２ 中学校教科用指導書等購入事業

　　※準要保護のうち被災生徒　1人、支給額　151,910円（県補助率10/10）

0人 0円 347人 35,861,247円 347人

　　特別支援学級に就学する生徒の保護者に対して、就学援助費を支給しました。

　　対象経費:学用品費、新入学児童生徒学用品費、修学旅行費、学校給食費等

　　　※国庫補助率：対象経費の1/2

・令和７年度実績なし

1,122,000 ふるさと寄附基金繰入金 29,000,000

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　中学校就学援助事業

　　対象経費:学用品費、新入学児童生徒学用品費、修学旅行費、学校給食費等

　　(支給実績)

要保護生徒 準要保護生徒 合　　計

35,861,247円

　　※要保護生徒の国庫補助対象経費：修学旅行費（国庫補助率：対象経費の1/2）

　　※要保護生徒は修学旅行費のみが対象

91,009,000 83,938,221 0 7,070,779 92.2% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

36,939,310

特別支援教育就学奨励費補助金 2,081,000 地域スポーツクラブ活動体制整備事業 1,751,000
被災児童生徒就学等支援事業補助金 151,910 地域文化芸術クラブ活動体制整備事業 281,400
中学校部活動指導員任用事業補助金 1,838,000 指定寄付金 714,000

理科教育設備整備費補助金

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 02 教育振興費
予
算

将来ビジョン

事業 0110245 中学校教育振興費 施策 学校教育の充実

款 10 教育費
総
合
計
画

項 03 中学校費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 教育部
決算書
ページ 217課 学校教育課

係等 学校庶務担当、学校教育担当

令和８年度

-366-
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３ 市内７中学校

10　需要費 教育事業を進めるために必要な消耗品

17　備品購入費（図書）

４ 地域部活動推進事業

施策 学校教育の充実

その２

03 中学校費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

目 02 教育振興費
予
算

款 10 教育費
総
合
計
画

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

項

事業 0110245

　学校で必要な教材用消耗品、教材備品、児童用図書を購入して学習環境の整備を進めました。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

地域クラブ指導者 26名 4,487,400円

合計 27,073,114 円

※達成率：国が目標と定めた蔵書数（学校図書館図書標準）に対しての達成率

・中学校教諭の部活動負担の軽減、部活動の地域展開の進展を目的として部活動指導員を雇用し
ました。
・小学校課外クラブ活動と中学校部活動について、技術的指導者として学校外部の指導者を派遣
します。また、朝の自主練習を実施した際に地域の見守りとして、巡回員を派遣します。
・部活動の地域展開の取り組みにより誕生した「地域クラブ」への支援のため、地域クラブの指
導者謝礼を負担しました。

5,880,429 円
吹奏楽等楽器、理科振興備品、ミシン、体育
用マット、跳び箱、冷蔵庫外

6,088,848 円 図書館配備図書　達成率110.14％

節名称 決算額 主な内容

15,103,837 円

17　備品購入費（教材）

中学校教育振興費

　生徒が安心して教育を受け、学校生活を送れるよう、経済的支援や、学習面・生活面における支援を
必要とする家庭について、学校長等と連携しながら対応していきます。
　学校別の教育振興費消耗品及び備品購入費は、基本額・人数割・クラス割により予算額を算出し配当
しています。また、図書購入費は達成率を基に予算額を算出して配当しています。
　配当された予算内で必要な教材や備品等を購入していますが、楽器など高額な備品で老朽化が著しい
ものについては、一度に整備することが困難であるため、学校と協議・調整を行いながら計画的に購入
しています。
　地域部活動推進事業では、地域クラブの指導者謝礼の負担を中心として支援を続けていきます。

＜令和７年度 実績＞

部活動指導員 12名 2,834,400円

部活動外部指導者総数 49名 1,831,750円

朝の自主練習巡回員総数 29名 212,800円

上記の評価と課題等
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単位：円

１　放課後子ども教室「わいわいランド」

豊科南

豊科北

豊科東

穂高南

穂高北

穂高西

三郷

堀金

明南

明北

合計

※コーディネーター・・・放課後子ども教室の調整役

※サポーター・・・子ども10人位に対して１人を目安に配置し、活動を見守ります。

部 教育部
決算書
ページ 235課 子ども家庭支援課

係等 児童青少年係

令和８年度

家庭・地域との連携の推進

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 04 青少年健全育成費
予
算

将来ビジョン

事業 0110375 放課後・家庭教育推進費 施策

7,568,000 7,041,432 0 526,568 93.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

3,030,000

放課後こどもプラン補助金 3,030,000

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　市内小学校に通う児童を対象に、異年齢間での自由遊びや体験活動のほか、地域の方々との世代間交
流の機会を提供しました。活動日は毎週水曜日、コーディネーターやサポーターは地域の皆さまの有償
ボランティアです。

学校名
（小学校）

登録児童数
(人、当初)

開催日数
（日）

参加延べ児
童数（人）

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
（人）

サポーター
（人）

115 23 2,135 3 15

126 25 2,488 3 12

34 26 753 2 4

180 22 3,541 2 22

184 19 3,323 3 21

151 21 3,046 2 26

137 26 2,075 2 30

113 25 2,291 3 16

1,153 241 22,199 24 173

上記の評価と課題等

71 25 1,475 2 15

42 29 1,072 2 12

　社会教育指導員及びコーディネーター、サポーターの見守りにより、大きな事故なく参加児童に有意
義な時間を提供することができました。安曇野市では全小学校での実施であり、多くの児童が参加する
人気の事業となっています。子どもたちの安全確保、交流のため引き続き協力者の募集に努めます。

-430-
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◆基本方針４【生涯学習】 

生涯を通じ学ぶ喜びを実感できる地域の実現 

 

１  施策の方向性 

本市には、豊かな自然環境に育まれた誇るべき歴史、文化、風土が息づいて

います。これらの要素が織りなす安曇野のフィールド全体を「学びの場」とし

て活用し、生涯にわたって自分らしく学習活動に参加できる地域社会の構築を

目指します。 

また、「地域の知の拠点」としての役割を担う図書館については、交流学習

センターとの複合施設としての特性を最大限に活かし、質の高い情報を提供す

る「学習センター」「情報センター」「文化センター」としての機能を強化しま

す。これにより、多様化する「学び」のニーズに応え、気軽に利用できる身近

な図書館を目指します。また、市民が本と触れる機会を増やし、市民同士が本

を通じて出会う機会を充実させることで、地域の絆を深めていきます。 

 以上の方向性のもと、多様化する学びの要望に応え、情報や人と人との出会

いを促進する環境を整え、地域の特性を活かした学びの場を提供し、すべての

市民が自らの成長を実感できるよう努めます。これにより、地域全体が学びの

場として活性化し、未来を担う人材の育成につながることを期待しています。 

 

２  数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

生涯学習講座参加者数 13,555 人 18,238 人 

地域文化祭出演団体数 167 団体 208 団体 

図書館の市民１人当たりの貸出冊数 8.0 冊 7.1 冊 
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（出典：生涯学習課および文化課作成資料）



 

３ 令和７年度事業の成果 

 (１) 生涯学習講座参加者数 

 

施策総括 本計画及び安曇野市生涯学習推進計画に基づき、健康で豊か

な生涯学習社会の実現に向け、生涯学習講座の実施に取り組

みました。令和７年度においては、生涯学習に対する多様な

ニーズに応えるため、対面方式とオンライン方式のハイブリ

ッド方式の講座を開催しました。 

反省・課題 生涯学習は、誰もが生きがいをもち、健康の維持・増進に努

めながら自己実現を図るとともに、その学びを活用して社会

参画し、個人の自立や地域社会の共助につなげていくことを

目的とします。ハイブリッド方式の講座を実施したものの、

障がいの有無や年齢にかかわらず生涯学習を深めることがで

きる環境づくりについては、更に充実する余地があります。 

改善点 LINE によるアンケートの実施、SNS を活用した広報、手話通

訳、要約筆記、オンライン配信などのユニバーサル対応、公

民館講座の利用者受付・出欠管理など、一層の利便性、作業

精度、業務効率の向上を図ります。 

（生涯学習課） 
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 (２) 地域文化祭出演団体数 

 

 

施策総括 各地域における地域文化祭の開催を通じて、生涯学習の成果

発表の場を創出し、目標値を超える団体の参加・出演があり

ました。地域文化祭への参加・出演・発表を通じ、新たな交

流が生まれることが期待されます。 

反省・課題 中央公民館事業である総合芸術展と分館事業である地域文化

祭の位置付けや各公民館の役割分担が曖昧である点が課題と

なっています。これらを明確化し、効率的かつ効果的な事業

運営を目指す必要があります。 

改善点 課題解決に向けたアプローチの１つとして、まずは広く「人

財」に関する情報を収集し、蓄積していくことが必要です。

このための施策として、従前の「生涯学習リーダーバンク」

を令和８年度から「生涯学習人財バンク」へ再編しました。

生涯学習の指導者や自発的な活動を行っているグループ・団

体に対し「生涯学習人財バンク」への登録を促し、情報収集

を図るとともに、自主的な活動を支援していきます。 

（生涯学習課） 
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(３) 図書館の市民１人当たりの貸出冊数 

 

 

 

施策総括 市民１人当たりの貸出冊数は、県内でも高い利用水準を維持

しており、市民の読書活動を支える基盤として一定の役割を

果たしています。しかし、貸出冊数は、近年は緩やかな減少

傾向にあります。背景には、インターネットや SNS による情

報取得の定着、電子書籍利用の拡大など、読書環境や情報取

得手段の多様化があるものと考えられます。 

反省・課題 市民１人当たりの貸出冊数は緩やかな減少傾向にあり、情報

取得手段や読書環境の変化を踏まえたサービスの充実や効果

的な情報発信が課題となっています。 

改善点 令和８年度の図書館システム更新により、LINE を活用した蔵

書検索、マイページ連携、予約資料到着通知等のサービスを

開始し、利用者がいつでも手軽に図書館サービスを利用でき

る環境を整備することで、利便性の向上と継続的な図書館利

用の促進を図ります。 

（文化課） 
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単位：円

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　安曇野市生涯学習推進計画に基づき、健康で豊かな生涯学習社会の実現に向け各種事業に取り組みま
した。

１　生涯学習講座実施事業（決算額：1,583,906円）
　(1) 市民大学講座　信州大学編（全５回）
　　　信州大学との包括的連携事業として大学の協力をいただき、講座を開催しました。
　　　受講者数：延べ186人
　(2) 安曇野アカデミー（全５回）
　　　「長谷川　清登と飯沼　正明」や「相馬愛蔵」など安曇野ゆかりの人物をテーマに、講演
　　　（５回）を開催しました。
　　　受講者数：延べ188人
　(3) 学校開放講座（15講座38回）
　　　市内の中学校、高等学校の協力により、学校施設を会場に教員等が講師となり開催しました。
　　　受講者数：延べ238人
　(4) 日本語教室（毎週１回、豊科・穂高・三郷・明科地域で実施）
　　　市内在住の外国人を対象とした日本語教室を市民ボランティアの協力により実施しました。
      開催数：延べ163回　受講者数：延べ1,114人
　(5）オンライン日本語教室（全14回）
　　　オンラインでの日本語教室を開催しました。
　　　受講者数：延べ76人

２　社会教育団体支援事業（決算額：1,109,569円）
　　 各地域芸術文化協会等社会教育団体の運営支援として、６団体に補助金を交付しました。

　学校開放講座は、市内の中学校・高校４校で開催しました。人気が高く、好評で、幅広い年齢層にご
参加いただき、市民ニーズに即した講座を開催することができました。
　また、安曇野アカデミーでは、毎年郷土の自然や歴史、文化を知るための講座として定着していま
す。

4,124,000 2,693,475 0 1,430,525 65.3% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

271,000

地域日本語教育推進補助金 271,000

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 社会教育総務費
予
算

将来ビジョン

事業 0110308 生涯学習推進費 施策 生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 教育部
決算書
ページ 223課 生涯学習課

係等 社会教育係

令和８年度

-382-
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単位：円

部 教育部
決算書
ページ 235課 生涯学習課

係等 社会教育係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110380 中央公民館事業費 施策

73,804,000 72,182,709 0 1,621,291 97.8% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

上記の評価と課題等

　安曇野市公民館の理念の下、５地域の公民館と連携を取りながら、全市的な事業展開を図りました。

１　公民館運営審議会(決算額：108,500円）
　　　公民館運営審議会（委員12人）を３回開催し、公民館事業の計画・実績に意見を頂きました。
２　第19回安曇野市公民館大会（決算額：73,805円）
　　　６月８日（日）に開催し、功労者・公民館報表彰、事例発表及び講演会を行いました。
　　　参加者：254人
３　公民館報（決算額：2,093,892円）
　　　年４回発行し、地域のグループ、地域公民館・地区公民館の活動などを掲載しました。
４　第15回安曇野市総合芸術展（決算額：227,500円）
　　　３月５日（水）～13日（金）に各地域文化祭の出展作品から選考された122点を展示しました。
　　　入場者：584人
５　生涯学習情報誌（決算額：678,700円）
　　　年２回、計2,000部発行し、講座情報、サークルやリーダーバンク等の人財情報、施設情報の
　　ほか、おすすめ講座のレポート等を掲載しました。
　　YouTube「Linkニュース」での情報発信を行いました。
６　地区公民館支援（決算額:32,072,104円）
　　　地区公民館活動補助金として98地区公民館に30,816,344円の補助を行い、活動を支援しました。
　　　地区公民館建設補助金として１地区公民館に1,255,760円の補助を行いました。
　　　市ホームページ内に地区公民館のサイトを立ち上げ、情報発信をしています。
７　公民館講座（決算額：1,296,000円）
　　　５地域の公民館が、地域の文化・歴史・特性を生かした講座を開催しました。

　地区公民館が、十分な活動ができるよう費用の一部を補助することで、活動資金が乏しい公民館の支
援を行うとともに、事業の活発化を図ることができました。
　また、今年度は活用が１館であった地区公民館活動補助金についても、物価高騰等に対応するため拡
充を検討し、地区公民館支援を進めていきます。
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単位：円

  市民の主体的な「学び」と「実践」を支援するとともに、地区公民館や団体等と連携・

協働を深め、地域づくりを推進しました。

　市民参加型のピアノリレーコンサートなどを開催し、ホールの利活用推進に努めました。

（１）第21回豊科地域文化祭（10月30日～11月16日） 出展及び出演者数：600人

　・菊花展 　・芸能発表会

　・華道、書道展 　・一般作品展　外

（２）主な開設講座

コーラスグループ交流発表会

楽しい菊づくり講座

彫刻の巨匠を巡る美術館ツアー

ICT講座

（３）地区公民館支援　　役員研修会　開催回数：１回　　参加者数：111人

（４）体育事業

・球技大会（ソフトボール・ワンバウンドふらば～るバレー）を開催しました。

・第20回豊科地域さわやか市民運動会を開催しました。

・ボッチャ大会を開催しました。

・公民館事業報償費（サポート委員謝礼、文化祭・運動会等記念品　外） 769,726円

　事業の継続性を大事にしながら、フレイル対策など時代に即したものへと展開し、地域

づくりと人づくりを進めます。

部 教育部
決算書
ページ 237課 生涯学習課

係等 豊科生涯学習係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110390 豊科公民館事業 施策

7,236,000 6,391,316 0 844,684 88.3% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

61,200

豊科公民館雑入（講座受講料） 61,200

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　概要

２　主な事業

　・短歌大会

　・俳句大会

講座名 開催数（回） 参加人数（人）

1 20

1 7

３　主な事業経費

上記の評価と課題等

第63回童謡祭り・第45回作詞作曲コンクール 1 150

1 200

7 154

-387-
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単位：円

（１）穂高地域文化祭（10月24日～26日）

　・盆栽・山野草展　・あづみ野菊花展

　・総合美術展・芸能祭り

（２）主な開設講座

３　主な事業経費

・穂高地域文化祭（パンフレット印刷代、会場設営経費ほか）：929,000円

・公民館総合補償制度加入掛金：194,000円

部 教育部
決算書
ページ 239課 生涯学習課

係等 穂高生涯学習係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110400 穂高公民館事業 施策

5,697,000 5,368,339 0 328,661 94.2% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

92,122

穂高公民館雑入（講座受講料） 92,122

金額

健康づくり講座 20 248

自然体験・環境講座 6 138

主要な施策（事務事業）の成果の概要
１　概要
　　公民館事業は、人々が学び、その成果を生かす環境を整え、より良いまちづくりを進めるための
　事業の一つとなっている。穂高納涼祭を開催し市民が繋がりを深め、親睦と交流を図ることができ
　た。同じく6月と10月に球技大会を開催し、運営では競技に精通した市民の協力を得ることにより、
　当日の競技進行等をスムーズに進めることができ協働が図られた。講座では市職員を講師にする等コ
スト低減に努めた。

２　主な事業

57団体・702人 来場者数：1,964人

講座名 開催数（回） 参加人数（人）

趣味の講座 18 206

（３）6月 9人制バレーボール　参加８チーム（７公民館）延べ88人

（４）6月 ソフトボール　雨天中止

（５）8月 穂高納涼祭（ステージ発表・盆踊り）会場;穂高神社北神苑　来場者およそ4,500人

季節のコンサート 3 259

文化教養講座 8 173

（６）11月 ソフトバレーボール（3カテゴリー）参加36チーム（21公民館）延べ232人

上記の評価と課題等
　事業の継続性を大事にしながら、フレイル対策など時代に即したものへと展開し、地域づくりと人づ
くりを進めます。
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単位：円

１ 概要

２ 主な事業

（１）三郷祭（10月11日～11月14日）

・ふれあいコンサート 10月11日（土）　 来場者数：　246人

・市民運動会 10月19日（日）　 来場者数：1,200人

・文化産業展 10月25日（土）～26日（月）　来場者数：1,200人

・菊花展 11月１日（土）～14日（金）　来場者数：　613人

・芸能発表会 11月７日（土）　 来場者数：　540人

（２）主な開設講座

生きがい講座

親子支援講座

健康長寿講座

教養講座

ＩＣＴ講座

（３）地区公民館支援

（４）体育事業

３ 主な事業経費

今後も事業の継続性を大事にしながら、フレイル対策やICTなど時代に即したものへ展開し、

地域づくりならびに人づくりを進めます。

部 教育部
決算書
ページ 241課 生涯学習課

係等 三郷生涯学習係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110410 三郷公民館事業 施策

6,205,000 5,904,692 0 300,308 95.2% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

8,400

三郷公民館雑入（講座受講料） 8,400

主要な施策（事務事業）の成果の概要

　地域が抱える様々な課題への対応などについて、学習機会を企画・提供し、事業を行ってきました。

講座名 開催数（回） 参加人数（人）

5 191

2 18

・普通救命講習会 ８月２日（土） 受講者数：　　26人

・５月及び２月に三郷地域スポーツ大会を開催しました。競技種目は、５月は「ソフトバ
レーボール」、２月は「ボッチャ」でした。

7 97

5 136

12 508

・市民運動会及び文化産業展設営業務委託　　605,880円

上記の評価と課題等
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単位：円

地域の学習や交流の場であるとともに、地域づくりの拠点としての役割を果たすため、

 多様化する市民ニーズに対応する各種の事業の企画や実施及び地区公民館の支援を行いました。

（１）堀金地域文化祭（10月31日～11月２日）

　・芸能発表会（出演：18団体/162人　来場：245名）

　・作品展（出展：36団体/680点）

（２）開設講座

（３）公民館報「常念の里」発行

（４）地区公民館支援　公民館関係者研修会　1回　　参加者数：51人

３　主な体育事業

・スポーツ大会（みんなでスポーツin常念：191人・市民運動会：513人・駅伝大会：165人）

・公民館事業報償費（サポート委員謝礼・文化祭等記念品）:　942,962円

・公民館総合補償制度加入掛金：194,000円

部 教育部
決算書
ページ 241課 生涯学習課

係等 堀金生涯学習係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110420 堀金公民館事業 施策

5,589,000 5,147,612 0 441,388 92.1% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

93,853

堀金公民館雑入（講座受講料等） 93,853

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　概要

２　主な事業

講座名 開催数（回） 参加（延べ人数）

健康づくり講座 13 366

子ども公民館講座 14 176

地域文化・歴史講座 12 477

趣味の講座 18 290

12回

４　主な事業経費

上記の評価と課題等
　事業の継続性を大事にしながら、フレイル対策など時代に即したものへと展開し、地域づくりと人づ
くりを進めます。

-393-
-71-



単位：円

1 概要

　地区公民館役員を対象に定期会議を開催し、地域づくりの向上を図ることができました。

　市民全体の地域づくり団体等との協働により、地域課題に目を向けた講座や学習会を企画、

運営することができました。

　スポーツ大会等の運営はスポーツ推進員等の協力を得ながら事業を行うことができました。

2 主な事業

（１）明科地域文化祭（10月31日～11月２日）

・展示発表（14団体・８個人） 出展者数 ： 人

・お楽しみサロン（参加団体：３団体） 出展者数 ： 人

・芸能発表会（参加団体：18団体） 出展者数 ： 人

（２）開設講座

健康づくり講座

地域文化・歴史・自然探索講座

ゆとりと生きがい講座

地域食材活用講座、ICT講座など

3 主な事業経費

・文化祭報償費 ： 円

・公民館総合補償制度加入掛金 ： 円

今後も事業の継続性を大事にしながら、フレイル対策やICTなど時代に即したものへ展開し、

地域づくりならびに人づくりを進めます。

部 教育部
決算書
ページ 243課 生涯学習課

係等 明科生涯学習係

令和８年度

生涯を通じた学びの創出

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 05 公民館費
予
算

将来ビジョン

事業 0110430 明科公民館事業 施策

4,847,000 4,595,407 0 251,593 94.8% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

31,200

明科公民館雑入（講座受講料） 31,200

金額

11 253

7 136

9 274

主要な施策（事務事業）の成果の概要

603

65

112

講座名 開催数（回） 参加人数（人）

5 163

159,743

194,000

上記の評価と課題等

-394-
-72-



単位：円

１　令和７年度図書館利用状況

所蔵冊数＊

＊所蔵冊数：視聴覚資料を除く

＊登録者数：個人登録者数　  　利用者数：利用者カードで本を借りた延べ人数

２　主な事業

（１）図書館資料収集事業　備品購入費：19,299,854円 購入点数(視聴覚資料含む):8,930点

　　〈内訳〉〇通常図書購入等　　　　　　　 　　　　18,805,129円　　

　　　　　　〇学校図書館調べ学習用図書の購入　　　　　494,725円

（２）市町村と県による協働電子図書館「デジとしょ信州」への登録推進 負担金：346,152円

安曇野市　　R７登録者数　525人（全登録者数　1,820人）　　貸出件数　12,655冊

（３）各種おはなし会、図書館講座、上映会等の開催 報償費・需用費：122,426円

読書推進のための講座等、各種イベントを開催しました。 延べ参加人数　3,139人

（４）豊科図書館開館15周年記念講演会　参加人数：251人（PV含む） 報償費：220,000円

講師：池澤　夏樹さん（安曇野市在住/詩人・作家）

テーマ「いま住むところと遠いところ」でご講演いただき、多くの方が熱心に聴講しました。

応募者多数のため急遽パブリックビューイング会場を設けるなど、多くの反響がありました。

（５）市内小中学校、施設等との連携事業

・小中学校との連携　　 ・調べ学習用図書の整備　1,524冊（R7購入：159冊）

・学校配本　調べ学習に必要な資料の選書及び配本　1,229冊

・小中学校新１年生の登録の推進（申込書の配布）

学校司書及び司書教諭との交流を図り、学校の要望に沿えるよう連携を進めています。

貸出点数（点） 387,229 110,883 101,834 50,319 23,920 674,185 690,846 -16,661

利用者数＊（人） 100,593 30,883 24,054 11,947 6,773 174,250 177,401 -3,151

R６実績 比較

230,517 85,355 54,014 48,701 49,865 468,452 464,783 3,669

合計

31,859 32,332 -473

開館日（日） 286

中央 豊科 三郷 堀金 明科

285 285 286 285

登録者数＊（人） 17,244 7,484 3,856 1,526 1,749

112,778

金額

主要な施策（事務事業）の成果の概要

市町村振興協会交付金 28,058,268

図書カード再発行手数料 16,340

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名

28,237,386

指定寄付金 50,000

図書館コピー使用料

204,650,000 201,322,702 0 3,327,298 98.4% 

目 06 図書館費

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

予
算

将来ビジョン

事業 0110435

学び合い 人と文化を育むまち
項 05

生涯を通じた学びの創出

款 10

課 文化課

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野教育費
総
合
計
画

社会教育費
目標

図書館費 施策

部 教育部
決算書
ページ 243

係等 図書館係

令和８年度

-406-
-73-



②おでかけ図書館 参加イベント数：14件　利用者総数（イベント参加数）：809人

環境課や公民館、文書館など市主催イベントに参加し、関連本の展示や貸出しを行い

ました。本を紹介することで、更なる学びの機会となっています。

③図書展示

テーマや時事的な展示に加え、市主催イベント等に興味を持っていただけるよう

関連本の展示を行いました。

④３市（安曇野・松本・塩尻）連携展示 テーマ「三市ロケ地巡り」

（６）ブックスタート・セカンドブック事業（絵本のプレゼント） 報償費：1,162,370円

①ブックスタート事業（４カ月健診時） 実施回数：24回　　464人

②セカンドブック事業（２歳児健康相談時） 実施回数：25回　　593人

（７）読書支援サービス 朗読協力者（有償ボランティア）：17人 報償費：165,000円

①広報「あづみの」（DAISY録音図書）の製作 利用者：３人及びホームページへのアップ

②朗読協力者研修会：年11回開催　　

③録音図書及び点字図書の相互貸借貸出サービス 貸出数：103点

（８）図書館フェスタの開催

期間：９月６日（土）～７日（日）（リサイクルフェア中央館のみ13日（土）まで）

①講演会 戸来祐子さん講演会 参加人数：64人

②各種イベント おはなし会・ビブリオバトル・ワークショップなど 参加人数：288人

③リサイクルフェア 来場者数：3,731人 リユース数：9,983冊

（９）図書館配本事業 年間303日運行 委託料：4,173,312円

①図書館間の予約本及び返却本の集配

②団体貸出として、認定こども園、児童館、福祉施設などへの配本 31団体：17,908冊

（10）図書館協議会の開催 年２回 報酬：56,000円

（11）データベースの提供 使用料：699,600円

信濃毎日新聞統合データベース、官報情報検索サービス等：４種

（12）レファレンスサービスの充実 年間利用総数：8,544件

（13）図書館の利用促進及びＰＲ

○読書通帳の配布 配布数：1,647冊 100冊到達者：97人

○市ホームページ・Ｘ（エックス）・LINEからの情報発信

○図書館だよりの発行：各世代（大人・子ども・中高生）に向け月１回 等

上記の評価と課題等

資料収集は、市民ニーズや蔵書構成を踏まえ、計画的な整備に努めました。また、講演会や展示、読書
活動推進事業、レファレンスサービスの充実を通じて、市民の学びや読書活動を支援しました。電子図
書館「デジとしょ信州」についても、学校現場での活用を中心に利用が広がっています。今後も利用者
ニーズを把握し、利用しやすい図書館運営に努めます。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

その２

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

目 06 図書館費

将来ビジョン 自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

事業 0110435 図書館費 施策 生涯を通じた学びの創出

予
算

款 10 教育費
総
合
計
画

-407-
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◆基本方針５【スポーツ】 

スポーツを通じて心や体を健やかに育む地域の実現 

 

１ 施策の方向性 

子どもたちが「スポーツが好き」と感じるようにするためには、親子でスポ

ーツに親しむ場面を生み出すなどスポーツに慣れ親しむ機会をつくることや、

達成感や成功を感じることのできる体験を積み重ねる機会の拡充が求められま

す。また、多くの人にスポーツを楽しんでもらうためには、幼児から高齢者ま

で各年齢層に合ったスポーツ活動の機会を増やすことが必要です。幅広い世代

のニーズに合わせ、スポーツを楽しむ環境を充実させます。 

 

２ 数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

「スポーツを楽しめる環境が整っている」と

思う市民の割合 
39.2％ 37.6％ 

 

３ 令和７年度事業の成果 

(１) 「スポーツを楽しめる環境が整っている」と思う市民の割合 
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（出典：市民意識調査）



 

施策総括 校庭、体育館の設備等は都度修繕を行いながら、授業だけで

なく放課後活動等にも利用する際に不便が生じないようにし

ました。地域とも協力し、スポーツに親しめる機会の提供に

努めました。 

反省・課題 施設や設備の老朽化もあり、修繕等を要する箇所が増えてい

ます。地域クラブの活動でも、種目によっては指導者を見つ

けることの困難さがあります。 

改善点 引き続き安全にスポーツできる環境を確保していきます。地

域クラブとの連携や地域の指導者と協力を得て、多様なスポ

ーツを楽しめる機会と情報の提供に努めます。 

（学校教育課） 
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基本方針５に関係する主要な施策については、以下をご確認ください。

　プール等施設の維持修繕（4 1～4 4 P）
　体育館照明器具のLED化（4 7 P）
　地域公民館でのスポーツ大会等支援（7 0 ～7 4 P）

プール等施設の維持修繕（41～44P）
体育館照明器具のLED化（45P）
地域公民館でのスポーツ大会支援（68P～72P）



 

◆基本方針６【文化芸術】 

文化芸術を育むとともに歴史・文化遺産を継承し続ける地域の実現 

 

１ 施策の方向性 

本市は、荻原守衛（碌山）、臼井吉見、高橋節郎など著名な文化人が生まれ、

幼少期を過ごした地であり、その豊かな文化的背景は現在も息づいています。

これらの文化人たちを育んだ地域の文化は、本市の誇りであり、地域のアイ

デンティティを形成する重要な要素となっています。 

市民が伝統文化や文化遺産に親しみ、それを継承し、新たな文化芸術活動

の創造や交流の担い手となるよう、安曇野らしい文化芸術の更なる振興を図

ります。 

 

２ 数値目標 

指標 令和５年度 令和７年度 

滞在し市民と交流した大学生などの人数 53 人 43 人 

新進音楽家の登録数 73 人 76 人 

公立美術館や博物館の講座などの参加者数 3,188 人 6,002 人 
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（出典：文化課作成資料）



 

３ 令和７年度事業の成果 

 (１) 滞在し市民と交流した大学生などの人数 

 

 

施策総括 交流事業の学生の人数は、実施した年度の事業内容や受け入

れ側の小中学校等のニーズにより変動します。中学校の部活

動を主な交流機会としてきましたが、部活動等の見直しもあ

り、交流人数は減少しました。芸術系大学との連携を図り、

市内での芸術家や学生等の滞在制作の本格実施や、市民との

交流機会の創出できる拠点として鐘の鳴る丘集会所をリニュ

ーアルしました。 

反省・課題 滞在する学生等を支援する体制の構築が必要となります。市

内全域を活動の対象としたため、市民との交流が散漫な傾向

にあります。 

改善点 令和８年度の交流は集会所のある穂高新屋区内を対象とし、

活動範囲を限ることで集中した交流とします。併せて、区内

の古民家の活用や、送迎等の支援方法を見直すなど、滞在に

あたっての課題解消を図ります。大学との交流は、大学側の

状況にも左右されるため、それによっては事業の運営方法の

検討も必要となります。 

（文化課） 
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(２) 新進音楽家の登録数 

 

 

施策総括 音楽系大学等への情報提供や、オーディション公募の周知な

どにより、一定の応募者数が確保できています。オーディシ

ョンにて選出される音楽家も増加しており、応募者の質の向

上が見られました。 

反省・課題 オーディション応募条件に過去の選出者を制限する規定がな

かったため、同一の音楽家が応募・選出されました。新進の

音楽家が活躍する機会とするため、要綱の見直しが必要で

す。 

改善点 審査員の東京藝術大学の教授とも相談し、他のオーディショ

ンと同様に、過去の選出者を抑制する規定を設け、安曇野市

での活動を希望する新進音楽家の活躍する機会を増やしま

す。コンサートやワークショップの開催等、登録者が活動で

きる機会を創出していきます。 

（文化課） 
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(３) 公立美術館や博物館の講座などの参加者数 

 

施策総括 安曇野市美術館・田淵行男記念館・高橋節郎記念美術館の大

規模改修工事が終了しました。今後は、美術館の活性化を図

っていく必要があります。豊科郷土博物館では、戦後 80 年

平和事業の一環として、企画展「日中戦争、太平洋戦争下の

安曇野の人々」を開催し、その関連講座を実施しました。令

和６年度に小説『安曇野』が復刊された影響もあり、臼井吉

見文学館が主催する講演会の来場者が増えました。豊科郷土

博物館では、学校等への出前講座の回数の増加により博物館

講座等の参加者数が増加、目標を上回る数値となりました。 

反省・課題 博物館法の改正に対応した登録博物館の更新手続きのために

も、各館の運営方針等を明確にする必要があります。多くの

博物館施設で、建物の老朽化や空調・電気設備の未整備や陳

腐化が懸念されています。特に空調設備未整備は、来館者の

利用に直結する課題となっているため、利用に支障を来さな

いように改修・修繕を行っていく必要があります。 

改善点 登録博物館の更新に向けて、各施設の指針を策定します。資

料のデータベース化と公開に着手します。豊科郷土博物館の
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照明器具の LED 化の設計及び工事等を行うほか、貞享義民記

念館のシアターに設置されているプロジェクターが老朽化し

ているため、更新工事を予定しています。 

（文化課） 
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単位：円

主要な施策（事務事業）の成果の概要
　
「第２次文化振興計画」に掲げた施策の実現に向け諸事業を実施しました。
　諸団体への補助、協働による事業実施などを通じて、市民が多様な文化芸術に親しむ機会を創出しま
した。
１　芸術教育普及事業
　(1) 東京藝術大学との交流事業（楽器演奏指導・コンサート）　参加者　大学生20人、中学生73人
　　　第１回：楽器演奏指導　11月15日豊科北中学校、16日明科中学校
　　　第２回：２月７日、８日　市内中学生有志
　(2) 能楽教室　　能楽に親しむ機会として、平成13年から市内小中学校で開催しています。
　　　６月17日　豊科南小学校、　６月18日　明北小学校
　(3) 新進音楽家オーディション及び選出者のコンサート
　　ア　あづみの新進音楽家公開オーディション　７月６日　一般６組６人　ジュニア12組15人
　　イ　あづみの新進音楽家コンサート　12月６日　出演者４組６人、入場者174人
　　ウ　あづみのジュニアクラシック音楽会 ３月14日　出演者８組11人、入場者118人
　　エ　０歳からのミニコンサート　 第１回５月30日入場者106人、第２回10月４日入場者87人
　(4) ピアニスト日南由紀子さんによる学校でのワークショップ・コンサート
　　　ワークショップ　11月19日　コンサート　11月20日　穂高北小学校
　(5) 熊井啓監督顕彰事業
　　ア　映画上映会／奥田瑛二・安藤和津トークショー　９月13日「千利休　本覺坊遺文」343人
　　イ　ミニ上映会５月14日「日本列島」47人／２月13日「帝銀事件 死刑囚」34人
  (6) 美術系大学との連携事業
　　ア　安曇野アーティスト・イン・レジデンス（安曇野AIR）
　　　　長野県・東京藝術大学・安曇野市の連携により、若手芸術家３名の滞在制作を実施しました。
　　　　市内学校・施設へワークショップ　人権共生×文化芸術フェスタワークショップ　10月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘の鳴る丘集会所染色ワークショップ　10月５日
　　　　展覧会　10月18日～10月26日　穂高交流学習センター「みらい」
　　イ　京都芸術大学連携アートプロジェクト（AKAP）
　　　　夏展　９月20日～10月５日安曇野髙橋節郎記念美術館、貞享義民記念館、穂高陶芸会館
　　　　冬展　１月10日～１月17日　穂高交流学習センター「みらい」

ちくに生きものみらい基金利子 149,648 髙橋節郎記念美術館電気料 2,255,724
ちくに生きものみらい基金繰入金 1,382,520 豊科近代美術館大規模修繕工事事業（特例債） 397,600,000

左
記
の
内
訳

422,671,171

名誉市民田淵行男顕彰基金繰入金 1,738,917

安曇野市文化振興基金利子 120,224 美術館グッズ等販売 80,000
名誉市民田淵行男顕彰基金利子 5,372 交流学習センター講座受講料 318,900

安曇野市文化振興基金繰入 14,619,866

650,031,000 644,330,785 0 5,700,215 99.1% 

特定財源の決算額 細節名 金額 細節名 金額

文化団体補助事業（過疎債ソフト） 4,400,000

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 社会教育総務費
予
算

将来ビジョン

事業 0110310 文化振興費 施策 文化・芸術活動の推進

款 10 教育費
総
合
計
画

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 教育部
決算書
ページ 223課 文化課

係等 文化振興担当

令和８年度
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-83-



予
算

その２

主要な施策（事務事業）の成果の概要

２　諸団体との協働事業
　(1) 第21回あづみの公園早春賦音楽祭　５月11日　入場者8,141人　補助金1,200,000円
　(2) 第34回信州安曇野薪能　８月23日　入場者485人　補助金8,000,000円
　(3) 『安曇野文化』刊行　55～58号　補助金2,100,000円
　(4) 第63回童謡祭り　２月23日　補助金374,066円
  (5) 第７回田淵行男賞写真作品公募　８月10日　表彰式・記念講演　参加者74人　補助金2,000,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　受賞作品巡回展（東京・大阪・記念館）　来場者数8,124人
  (6) ミュージアム活性化事業　市内の公立私立の博物館・美術館が連携して事業を実施しました。
　ア　大学連携　施設を巡るバスツアー　６月８日　信州大学生27人、12月13日　信州大学生30人
　イ　美術館博物館年間予定／パスポート　市立施設の保護者１名が入館無料となるパスポートの発行
　　　　市内小中学校の児童生徒に配布しました。利用者966人
　ウ　ギャラリートークリレー　10月25日～11月３日　全15館　参加者731人
　エ　学校ミュージアム　11月10日　豊科北小学校、11月25日～28日　堀金中学校、
　　　12月10日　豊科北中学校、　１月22日　穂高東中学校、１月23日　豊科南中学校
　オ　あづみのミュージアムカード2025 　参加館数　25館　年間配布数　1,195枚
　(7) 長野県文化振興事業団「かいころく」公演
　　　鐘の鳴る丘集会所にて滞在制作　１月19日～２月１日
　　　安曇野市美術館にて公演　　　　１月31日、２月１日　各日２回公演　計115人
　(8) 田淵行男記念館　新田樹写真展「Sakhalin/サハリン」　来館者数714人　補助金600,000円

３　施設リニューアルオープン関連
　(1) 安曇野市美術館　　　　リニューアルオープンセレモニー　　８月30日　参加者65人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジウム　９月20日　参加者20人
　(2) 穂高鐘の鳴る丘集会所　リニューアルオープンセレモニー・セミナー　６月８日　参加者60人
　
４　財政支援団体への補助金交付
　(1) 公益財団法人安曇野文化財団運営補助　　補助金8,294,000円
  (2) 一般財団法人井口喜源治記念館運営補助　補助金1,400,000円

５　資料受納・収集・整理事務
　　美術資料等選定委員会の審査を経た美術作品の収集を行いました。

６　ちくに生きものみらい基金充当事業　実施件数21件　参加者数982人　講師・バス委託料937,120円
　　学級単位等で行う自然観察会用のバス代の支出、講師の手配、併せて博物館等の利用促進も図り
　　ました。

７　博物館・美術館等の管理運営
　(1) 博物館協議会　第１回：５月23日　　第２回：10月24日　　第３回：３月17日
　(2) 美術資料等選定委員会　　第１回：10月24日

８　文化振興基金積立　　将来の文化振興事業の実施、博物館の修繕に備え積み立てを行いました。
　　　14,000,000円

自然、文化、産業が織りなす　共生の街
安曇野

項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち

目 01 社会教育総務費

款 10 教育費
総
合
計
画

将来ビジョン

事業 0110310 文化振興費 施策 文化・芸術活動の推進
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11　文化施設長寿命化
　公共施設長寿命化計画に基づき、文化施設の改修工事設計業務を実施しました。
 (1)豊科近代美術館大規模改修工事（R6債務負担行為）
　　大規模改修工事　　720,500,000円　　R7:432,300,000円（R6:288,200,000円）
    工事監理業務委託　 18,150,000円
 (2)田淵行男記念館　外壁・屋根等改修工事
    改修工事　　　　　 19,987,000円
　　工事監理業務委託　　　671,000円
　　単価入替　　　　　　　126,500円

上記の評価と課題等

「第２次文化振興計画」に基づき諸事業を行い、市民が多様な文化芸術に親しむ機会を創出することが
できました。長寿命化計画に基づく安曇野市美術館の大規模改修工事が完了し、市内の美術館の基幹施
設として位置づけました。また、穂高鐘の鳴る丘集会所はアーティストの滞在拠点として新たな運用を
開始しました。市民の自主的な文化芸術活動や文化的な暮らしの実現に向け様々な取り組みを支援し、
連携と参画を促進していきます。

田淵行男記念館 公衆トイレ身障者トイレ戸修繕 660,000

安曇野市美術館 屋外タイル修繕 261,800

10　施設修繕等
　経年劣化が認められた施設の修繕等を行いました。主な内容は以下のとおりです。

施設名 修繕等内容 修繕費（円）

穂高陶芸会館 誘導灯修繕、砕石舗装の整備 521,400

飯沼飛行士記念館 3,100,000

穂高陶芸会館 7,500,000

安曇野髙橋節郎記念美術館 25,300,000

主要な施策（事務事業）の成果の概要

９　指定管理委託料

施設名 指定管理者 指定管理委託料（円）

安曇野市美術館

公益財団法人安曇野文化財団

43,800,000

田淵行男記念館 15,200,000

事業 0110310 文化振興費 施策 文化・芸術活動の推進

その３
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単位：円

６　長野県立歴史館企画展への協力
　長野県立歴史館で開催された令和７年度夏季企画展「安曇野～知られざる里山の祈り～」では、穂高
郷土資料館の収蔵資料の貸出しや、市内の寺院への調査等を通じて、実施に協力しました。

上記の評価と課題等
　企画展「日中戦争、太平洋戦争下の安曇野の人々」では、安曇野市域出身の戦没者と戦争遺跡の両面
から、先の大戦にアプローチする展示により、多くの方々の関心を集めました。
　豊科郷土博物館では、子どもたちや親子を対象とした企画、市内小中学校への出前講座にも力を入れ
ています。夏休みのイベントとして、郷土博物館及び郷土資料館の両館で、勾玉づくり体験を行いまし
た。冬季には、穂高郷土資料館の民具を活用した「昔の暮らしin博物館」を郷土博物館で開催し、４日
間で142人（このうち子ども78人）の参加がありました。また市内小中学校及び高校、また幼稚園への出
前講座も42回実施しました。
　「安曇野市新市立博物館等の整備方針に係る提案書」では、平成27年度に策定された「安曇野市新市
立博物館構想」の方針を受けて、新市立博物館の新規建設、既存施設の統廃合の方向性が打ち出されま
した。今後は、新市立博物館整備に向け市としての方向性を示す必要があります。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　年間利用者数　豊科郷土博物館　10,020人、　穂高郷土資料館　836人

２　豊科郷土博物館企画展・特別展
　(1)　市制施行20周年記念事業及び戦後80年平和事業「日中戦争、太平洋戦争下の安曇野の人々」
　　会期　８月２日(土)～10月５日(日)　　　　　　入館者数　1,560人
　(2)　冬季特別展「一体、これは何だろう？　昔の〇珍道具」
　　会期　令和８年１月10日(土)～２月１日（日）　入館者数　　232人
　(3)　春季企画展「土の中からの贈り物」
　　会期　令和８年２月21日(日)～５月６日(水)　　入館者数　　646人（３月31日まで）

３　刊行物・印刷物
　「ふるさと安曇野きのうきょうあした」№31、
　「年報令和６年度版」、『豊科郷土博物館紀要第13号』、
　『博物館ブックレット７　安曇野の戦争と、戦争遺跡―決して消えない戦争の記憶―』

４　新市立博物館準備
　「安曇野市新市立博物館整備方針検討委員会」において、平成27年度に策定した「安曇野市新市立博
物館構想」を再検討し、「安曇野市新市立博物館等の整備方針に係る提案書」をまとめました。

５　コンパクト展示　　実施回数　全13回、延べ日数589日

郷土博物館雑入 62,580
ちくに生きものみらい基金繰入金 170,400

48,105,000 42,899,626 0 5,205,374 89.2% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

800,860

郷土博物館等使用料 250,300

郷土博物館刊行物頒布代 317,580

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 社会教育総務費
予
算

将来ビジョン

事業 0110320 郷土博物館費 施策 歴史・文化遺産の継承
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自然、文化、産業が織りなす　共生の街　安曇野

部 教育部
決算書
ページ 225課 文化課

係等 博物館担当

令和８年度

-399-
-86-



単位：円

２　自主企画展
　(1)　「身近な擬態昆虫写真展」　　　会期　４月26日(土)～６月１日(日)　　入館者数　810人
　(2)　「人権ポスターパネル展」　　　会期　９月20日(土)～９月28日(日)　　入館者数　 22人
　(3)　京都芸術大学「2025　AKAP　夏展」　会期　９月20日(土)～10月５日(日)　　入館者数 　61人
　　（市と京都芸術大学が連携したアートプロジェクトの展覧会場として館を利用）
　(4)　「安曇野から考える人権展」　　会期　12月９日(火)～12月26日(金)　入館者数　29人
　(5)　企画展「中林梧竹と安曇野～筆が結ぶ明治のこころ～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　会期　令和８年１月17日(土)～３月１日(日)　入館者数　203人

３　公募企画展　開催回数12回（他団体の出展者と貞享義民記念館が共同して行う企画展）

４　主な講座
　(1)　臨地講座「水野氏と松本城下町ウォーク」　　開催日　５月28日(水)　参加者　20人
　(2)　臨地講座「貞享騒動旧跡巡り」　　　　　　　開催日　６月14日(土)　参加者　19人
　(3)　人権平和研修「無言館と塩田三重塔の見学」　開催日　10月10日(金)　参加者　30人
　(4)　基礎講座
　　ア　「貞享騒動ってどんな一揆」　　　　　　　 開催日　５月17日(土)　参加者　16人
　　イ　「貞享騒動の伝承と物語化」               開催日　５月31日(土)　参加者　９人
　(5)　古文書講座「『赤蓑談』を読もう」　　　　　開催日　６月～11月の土曜日（全８回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　参加者　延べ118人
　(6)　夏休み親子講座「消しゴムハンコでマイうちわを作ろう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 開催日　８月９日(土)  参加者 10組30人
　(7)　夏休み親子講座「回る灯篭を作ろう」　      開催日　８月10日(日)　参加者 12組29人

５　出前講座
　(1)　人権学習　市内地区公民館　８ヶ所
　(2)　歴史講座　市内公民館　　　３ヶ所　　　松本市内公民館　２ヶ所
　(3)　児童・生徒の来館のための事前学習　１校

上記の評価と課題等
　自主企画展「中林梧竹と安曇野」では、安曇野市や松本市から梧竹の作品や関連資料の情報が寄せら
れ、近代における貞享義民顕彰の動きについて、新たな知見が得られました。
　貞享騒動の顕彰や「生きる権利の主張」といった館が掲げるテーマについて、発信をしていきます。

主要な施策（事務事業）の成果の概要

１　年間利用者数　5,543人

義民館雑入 123,570

24,159,000 21,973,957 0 2,185,043 91.0% 

特定財源の決算額 左
記
の
内
訳

細節名 金額 細節名 金額

425,290

貞享義民記念館使用料 233,720

義民館刊行物等頒布代 68,000

予算現額 ① 決算額(支出済額) ② 翌年度繰越額 ③ 不用額 ①－②－③ 執行率 ②/①

目 01 社会教育総務費
予
算

将来ビジョン

事業 0110335 貞享義民記念館事業 施策 歴史・文化遺産の継承

款 10 教育費
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項 05 社会教育費
目標 学び合い 人と文化を育むまち
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第４ 安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会委員の意見 

令和７年度の実施した教育委員会の事業に関し、安曇野市教育振興基本計画策定検討委員

会の委員各位から次のとおり意見があった（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26

条第２項及び安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会設置要綱第２条第２号）。 

 

１ 各委員の意見 

方針 掲載 意見 

基本方針１ 

【子ども・

子育て】 

P8～ ・市として、どのように現場の意見を吸い上げるか、児童クラブに

入れたいという要望と実態が合っていないのではないか。現場を

見て計画を立て直してほしい。地域の力を借りて子育てをしてい

く方向に向いている。地域公民館を使えないだろうか。詰込みで

はなく、ひらく、という考えがあるとよい。 

 

・市が支援をしていることは理解しているが、指標や課題を見ると、

市の支援が子育て世帯には伝わっていない、理解されていないの

ではないかと思う。 

 

・数値が下がった結果について、児童クラブの受け入れの部分だけ

なのか、ほかに原因があるのか分析する必要がある。豊科南小学

校は以前他の場所に児童クラブがあったが、同じ場所になってか

ら評判が良い。評判が良いから５、６年生までという声が出る。

市でやっていることをある程度理解した上で、それ以上の支援を

求める意見があるのではないか。 

 

・人員の確保ができない要因を探る必要があるのではないか。市民

として危機感がある。 

基本方針２ 

【 学 校 教

育】 

P28～ ・「困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも

相談できると感じている児童生徒の割合」に回答しているのは登

校している児童生徒。数値には表れていない子どもがいるのでは

ないか。困りごとや不安がある子どもほど、この回答に表れてい

ないのではないか。踏まえると、数値が良くなったと単純に解釈

するのではなく、課題として挙げていくと良い。 

 

・各学校はグランドデザインに基づく調査を行っている。豊科北中

学校区では、どの調査の結果も高い。その高さをそのまま捉えて

よいのか、中身の吟味が必要と感じる。 

 

・協働的・探究的な学びの充実に関して「キャリア教育」とある。
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方針 掲載 意見 

学校の取組みなどを説明してもらわないと評価ができない。三郷

では地域の歴史教育を行っており、私は下長尾を担当している。

人生の中で、地区の歴史について説明を受ける機会はここしかな

いと感じる。自分の住んでいる地域の歴史を学ぶことは立派な

「郷土への愛着と誇りを育む学びの充実」と言って良いと思う。

そういった事例を紹介してもらいたい。 

 

・地元食材の使用割合が上がった部分は、天候の関係もあるだろう

が、どうにか維持できれば良いと感じる。学校に栄養教諭がいる

と思うので、上手く連携しながら、児童生徒にも伝わると良いと

思う。 

基本方針３ 

【家庭・地

域 と の 連

携】 

P54～ ・「地域と共にある学校づくり」は、知っている・理解しているだけ

では、できない。「小中学校と地域・家庭の連携が図れていると思

う市民の割合」の 28％の数値はすごいと思う。現在のコミュニテ

ィスクール事業が始まった令和４年と比べ数値が変わっていな

いことからも、いかに難しいか分かる。 

 

・子どもが意見を言える環境があるかどうか分析した調査結果を期

待する。子どもたちが生きがいを持って、ふるさと安曇野に住み、

いつでも帰ってこられる場所、心の基礎となる場所になるための

教育が大事だと思う。 

 

・親がスマホで社会情勢を認知している。そこで目立つのは先進的

な取組みであり、「では安曇野市はどうか？」となる。これが経済

的支援を要望する声に繋がっていることもあると思う。 

 

・「学校を核に」という考え方では目標の実現は難しい。私は「地域

が核になる」が先にあり、後に学校に進んでいくと考えている。

学校を核とすると人が集まらない。 

基本方針４ 

【 生 涯 学

習】 

P62～ ・公民館と博物館の講座参加数に見られる市民の学習意欲の高さは

喜ばしい。今後も多様な機会を作ってほしい。一方で、講座の指

導者が激減している。この確保だけではなくて育成も考えていた

だきたい。また、公民館の職員数はギリギリであるので、この点

も考えていただきたい。 

 

・講座について、対面とオンラインのハイブリッド方式にしたのは

良い。学びたい人が、年齢や障がい、生活環境などを理由にして
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方針 掲載 意見 

諦めなくてはいけないという環境を作らないことが、生涯学習の

ユニバーサル化の第一歩だ。「これまで参加できなかった人が参

加できるようになった」という視点が必要になるのではないか。

市の生涯学習を考えるうえで、誰が参加しにくいのか、どうすれ

ばその人が参加できるのかを意識してもらうと、生涯を通じ学ぶ

喜びを実感できる地域が実現していくと思う。 

 

・改善点にアンケートの実施をするとあるので、初めて参加したと

いう人の自由記述で、こういうことをやってもらったから参加で

きました、というようなところを紹介してもらうと良い。 

 

 

２ 総括 

安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会の委員からは、指標の数値の背景にある実態へ

の目配りや、地域・家庭との連携の深化などについて示唆に富む意見が寄せられた。特に、

数値の改善を直ちに成果と捉えるのではなく、その指標が捉えきれていない課題にも留意す

べきとの指摘は、本市教育事務の点検・評価の質を高める上で重要である。 

一方で、こうした課題への対応は、優先順位を見極めながら進める必要がある。教育委員

会としては、これらの意見を踏まえ、限られた行政資源を効果的に活用しながら、学校・地

域・家庭が有する既存の力を有効に結び付けることで、支援を要する皆様を可能な限り捕捉

できるよう努めてまいりたい。 

 

（以 上） 
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